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春が来た　春が来た　尾道に来た  桜満開・幸福満開になることを期待する

第14回通常総会案内 在中
＊今回をもって私の最後のパソコン絵となり、長きに渡って描かせていただき感謝し、また私の人生記の１ページになり有難う御座いました。（13ページにご挨拶を掲載）
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巻頭
特集

　

尾
道
市
に
上
水
道
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
今
春
４
月
で
１

０
０
年
と
い
う
節
目
を
刻
む
。

　

尾
道
市
に
水
道
が
敷
か
れ
た
の
は
大
正
14
年（
１
９
２
５
）

４
月
で（
９
日
竣
工
・
18
日
給
水
開
始
）、総
工
費
１
３
９
万

３
５
６
０
円
。こ
の
当
時
は
千
円
も
あ
れ
ば
立
派
な
家
が
建
つ

と
い
う
時
代
の
話
で
あ
り
、い
か
に
巨
額
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

　

大
人
達
に
混
じ
っ
て
井
戸
汲
み
の
列
に
並
び
、水
で
重
く

な
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
帰
る
毎
日
だ
っ
た
と
い
う
、当
時
少
女

だ
っ
た
方
は
、玄
洞
さ
ん
は
神
様
の
よ
う
に
映
っ
た
と
回
想
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
大
事
業
に
要
す
る
費
用
の
内
、４
分
の
３
に
相
当
す
る

１
０
３
万
５
千
円
が
、一
個
人
の
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た

と
こ
ろ
が
大
き
な
逸
話
で
、そ
の
人
―
山
口
玄
洞
翁（
１
８
６
３

〜
１
９
３
７
、尾
道
出
身
の
実
業
家・名
誉
市
民
）は
、市
民
生

活
に
欠
か
せ
ぬ
水
の
恩
人
と
し
て
、尾
道
上
水
道
の
歴
史
と

共
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
郷
土
が
誇
る
べ
き
偉
人
で
あ
る
。

　

玄
洞
翁
の
故
郷
孝
行
で
は
、水
道
敷
設
以
前
の
大
正
９

年（
１
９
２
０
）開
校
の
尾
道
市
立
実
業
補
修
学
校
も
あ
り
、

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
子
弟
の
為
に
と
玄
洞
翁
か
ら

寄
付
さ
れ
た
設
立
基
金
と
教
育
基
金
13
万
円（
現
在
の
貨

幣
価
値
で
６
〜
７
千
万
程
）に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。後
に
玄
洞

翁
の
座
右
の
銘
で
あ
る「
明
明
徳
」に
因
み
明
徳
商
業
、明
徳

高
校
と
な
っ
た（
現
尾
道
南
高
校
）。

尾 

道 

新 

聞 

社 

嘱 

託
　
林
　
　
良 

司

尾
道
の
水
物
語

◇
水
の
恩
人

　

上
の
地
図
は
、水
道
敷
設
の
10
年
前
の
大
正
４
年（
１
９

１
５
）発
行『
尾
道
案
内
』と
い
う
、市
勢
要
覧
兼
観
光
案
内

兼
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
冊
子
の
グ
ラ
ビ
ア
頁
に
掲
載
さ

れ
た
尾
道
市
街
略
図（
の
内
の
久
保
界
隈
）で
、そ
の
中
に

「
玉
谷
清
水
舎
水
道
線
」が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

防
地
口
傍
の
正
念
寺
に「
せ
い
す
い
し
ゃ
す
い
げ
ん
ち
」と

あ
り
、そ
こ
を
起
点
に
水
道
線
が
南
久
保
町
内
へ
下
り
、東

は
浄
土
寺
下
、西
は
米
場
町
、中
浜
町
、渡
場
か
ら
土
堂
海

岸
通
り
を
駅
前
ま
で
延
び
て
い
る
。

　

こ
れ
は
上
水
道
敷
設
以
前
に
見
ら
れ
た「
玉
谷
清
水
舎
」

と
い
う
民
間
に
よ
る
水
道
給
水
に
な
り
、今
と
な
っ
て
は
半
ば

幻
を
見
る
よ
う
な
水
道
前
史
に
な
る
。

◇
玉
谷
清
水
舎

た
ま
た
に
せ
い
す
い
し
ゃ

長江通りへの水道管埋設工事風景　大正12年（1923）7月13日撮影 
『尾道市水道寫眞帖 大正十四年三月』(杭田嘉壽太発行)より

大正4年（1915）発行 『尾道案内』より 玉谷清水舎水道線（東部分）

『尾道案内』掲載の玉谷清水舎の広告



　

水
源
は
正
念
寺
境
内
の
井
戸「
延
命
水
」を
用
い
、供
給

先
は
新
地
新
開
を
中
心
と
し
た
主
に
料
理
屋
、宿
屋
、遊
廓

で
、別
に
大
八
車
に
載
せ
た
木
製
タ
ン
ク
で
巡
回
販
売
も
し

て
い
た
と
い
う
。以
上
は
、正
念
寺
先
代
住
職・荻
野
義
正
氏

（
故
人
）が
、玉
谷
清
水
舎
創
業
者
の
ご
子
息
か
ら
聞
い
た
話

に
な
る
。

　

玉
谷
氏
は
備
後
府
中
の
人
で
、良
い
水
と
し
て
知
ら
れ
た

延
命
水
に
着
目
。正
念
寺
門
前
に
移
住
し
、同
寺
の
檀
家
に

も
な
っ
た
後
、水
売
り
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。今
日
で
言
う

と
こ
ろ
の
ミ
ネ
ラ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
、そ
れ
も
新
地
新
開
の
…

と
い
う
供
給
先
か
ら
す
る
と
、ど
こ
か
高
級
感
を
も
漂
わ
せ

る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

延
命
水
に
同
じ
く
良
き
水
と
し
て
今
も
知
ら
れ
る
の
が

久
保
一
丁
目
・
水
尾
町
内
の「
水
尾
井
」で
、平
成
５
年（
１
９

９
３
）の「
グ
ル
メ
海
の
印
象
派
・お
の
み
ち
」の
企
画
で
行
わ

れ
た「
尾
道
の
お
い
し
い
水
」コ
ン
テ
ス
ト
の
投
票
で
は
、堂
々

１
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

水
尾
井
は
、傍
ら
に
鎮
座
す
る
熊
野
権
現（
熊
野
神
社
）

の
お
供
え
水
と
し
て
用
い
ら
れ
た
歴
史
を
秘
め
、同
社
の
祭

礼
は
水
に
感
謝
す
る「
水
祭
り
」の
名
で
、尾
道
夏
の
風
物

詩
の
一つ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。

　

祭
礼
に
花
を
添
え
る
水
細
工
の
人
形
舞
台
は
、明
治
の

中
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
、戦
時
下
に
入
る
と
途
絶
え

（
祭
典
の
み
に
）、戦
後
も
長
く
舞
台
作
り
は
空
白
に
あ
っ

た
が
、平
成
元
年（
１
９
８
９
）の
夏
に
町
内
会
が
奮
起
し
、

実
に
半
世
紀
近
く
ぶ
り
に
復
活
を
遂
げ
て
今
に
至
っ
て

い
る
。

◇
水
尾
町
の
水
尾
井

　

良
い
水
が
湧
き
出
る
所
で
は
、良
い
お
酒
が
生
ま
れ
る
…

現
在
で
は
市
内
に
造
り
酒
屋
は
見
ら
れ
な
い
が
、尾
道
の

地
酒「
尾
道
酒
」は
、備
後
名
産
品
の
一つ
と
し
て
、江
戸
時

代
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ
。

　

広
島
藩
お
抱
え
の
儒
学
者
が
編
ん
だ『
芸
備
国
郡
志
』

に
は
、そ
の
味
は「
醇
厚
」（
香
り
高
く
味
良
し
の
芳
醇
）で
、

時
間
が
経
過
し
て
も
そ
の
味
を
損
な
わ
ず
、そ
れ
故
に
琉

球
・
中
国
・
朝
鮮
・ベ
ト
ナ
ム・カ
ン
ボ
ジ
ア
・ル
ソ
ン（
フ
ィ
リ

ピ
ン
諸
島
）を
往
来
す
る
船
も
尾
道
酒
を
求
め
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　

酒
造
り
に
用
い
る
水
に
つ
い
て
、前
述
の「
水
尾
井
」の
傍

に
、直
径
３ｍ
の
井
戸
を
掘
り
、富
裕
な
酒
屋
が
共
同
利
用

し
て
い
た
と
も
伝
え
る
。

　

尾
道
酒
の
銘
柄
と
し
て
は
、「
玉
乃
岩
」（
長
江
・
吉
田
酒

造
場
）、「
壽
齢
」（
三
軒
家
・
吉
源
酒
造
場
）、「
天
力
」（
三

成
・
土
生
酒
造
場
）な
ど
が
知
ら
れ
た
。

◇
良
き
水
と
良
き
お
酒

正念寺境内の延命水（延命井）での元日に見られる若水汲みの光景
若水（わかみず）とは、一年で最初に汲み取る水を神聖な水として見る風習で、

その水を神棚に供えたり、湯茶にして飲むと良いとされた。

水尾井と水祭りで飾られた舞台。令和5年（2023）

「貧乏徳利」とも俗称された酒徳利で、小売販売の 酒屋が焼き物の
窯元に発注して作らせ、そこには店名や住所、商標マークや通し番号
などが入る。 徳利は顧客に貸し出され、客は徳利を持って酒屋に通っ
たところから「通い徳利」とも呼ばれた。 現代のリサイクルやエコにも
通じる仕組みである。

酒徳利「尾道市渡場町 津岩酒舗」



新
年
研
修
会

　

1
月
２７
日（
月
）尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
新
年
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、髙
橋
会
長
か
ら
、「
本
年
の
法
人
会
は
従

来
、青
年
部
会
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
健
康
経
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。次
年
度
よ
り
全
国
4
4
0
の

法
人
会
が
委
員
会
を
設
け
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
と
経
営
者
が
共
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。個
人
の
健
康
づ
く
り
、職
場
の
環
境
改
善
、メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り
組
む
こ
と
で
、生
産
性
が
向
上
し
、社
員

の
育
成
や
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。今
年
一
年
、会
員
皆
様
の
会
社
が
ま
す
ま
す
ご
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
新
年
研
修
会
の
挨
拶
と
し
ま
す
。」と
話

さ
れ
、尾
道
税
務
署
佐
伯
署
長
か
ら
ご
祝
辞
の
後
、研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

J
R
西
日
本
の
内
藤
真
也
氏
を
講
師
に
迎
え
て「
よ
そ

も
の
、わ
か
も
の
、ば
か
も
の
が
拓
く
地
域
の
未
来
」と
題
し
て

新
年
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。福
岡
県
生
ま
れ
の
内
藤
氏

は
、機
関
車
の
運
転
士
と
し
て
J
R
西
日
本
に
入
社
し
ま
す
。

30
歳
を
迎
え
る
こ
ろ「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」と

悩
み
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ「
何
を
す
る
に
も
お
金
の
動

き
が
分
か
っ
た
方
が
良
い
」と
助
言
さ
れ
、経
理・企
画
部
門
で

経
験
を
積
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
出
向
し
た
の
が「
S
B
C
」の「
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
」で
し
た
。こ
の
組
織
は
、J
R
西
日
本
や
地
域
金
融
機

関
が
設
立
し
た
総
額
98
億
円
に
及
ぶ「
せ
と
う
ち
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
」を
活
用
し
て
資
金
を
融
資
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。そ
ん
な
2
0
1
6
年
に
初
め
て
生
口
島
の
瀬
戸
田
港

を
訪
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
か
つ
て
の
豪
商
の
住
ま
い
で
あ
っ
た

「
堀
内
邸
」の
利
活
用
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
が
高
級
旅
館「
A
z
u
m
i 

S
e
t
o
d
a
」の
開

業
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
他
に
も
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

「
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
瀬
戸
内
し
ま
な
み
」や
自
転
車
を
そ
の
ま
ま

持
ち
込
め
る
サ
イ
ク
ル
シ
ッ
プ「
ラ
ズ
リ
」な
ど
、従
来
で
あ
れ

ば
資
金
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
地
方
の
観
光
施
設
へ
の
融
資

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

投
資
フ
ァ
ン
ド
と
地
方
投
資

　

地
方
創
生
が
声
高
に
言
わ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、現
在
の

瀬
戸
田
は
成
功
事
例
と
言
わ
れ
ま
す
。多
く
の
魅
力
的
な
地

域
資
源
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、過
疎
化
が
止
ま
ら
な
い
地

方
が
ほ
と
ん
ど
の
な
か
、な
ぜ
、成
功
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

そ
こ
に
は
内
藤
氏
を
は
じ
め
と
す
る
、よ
そ
も
の・わ
か
も
の

と
地
元
の
人
々
と
の「
対
話
」が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。地
域
に
住
む
我
々
も
、よ
そ
も
の
が
活
躍

で
き
る
場
を
い
か
に
創
っ
て
い
け
る
か
を
考
え
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。当
日
、参
加
さ
れ
た
多
く
の
参
加
者
が
、自
分

の
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
内
藤
氏
と
話
さ
れ
て
い
る
姿
を
見

て
、成
功
モ
デ
ル
が
拡
が
っ
て
い
く
未
来
を
感
じ
ら
れ
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。 モ

デ
ル
と
し
て
の
瀬
戸
田

　

し
か
し
計
画
当
初
は
、地
元
の
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る

住
民
へ
の
説
明
も
、意
思
疎
通
も
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め「
す
ぐ

出
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」「
全
て
買
い
占
め
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」と
不
安
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。そ
こ
で
、市
と

商
店
主
、事
業
者
を
交
え
て
島
の
将
来
を
語
り
合
う
ワ
ー
ク

対
話
か
ら
生
ま
れ
る
未
来

シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。そ
の
中
で
事
業
者
の
地
域
活
性
化

に
向
け
た
熱
意
や
具
体
的
な
計
画
が
話
さ
れ
、地
元
の
方
々

か
ら
も
商
店
や
農
家
の
高
齢
化・後
継
者
不
足
と
いっ
た
地
域

課
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は

12
時
を
超
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、地
域
の
魅
力
は
何
な
の
か
。残
す
べ
き
も
の

は
何
な
の
か
。将
来
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が

見
え
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
よ
そ
も
の
、わ
か
も
の
、ば
か
も
の
が
拓
く
地
域
の
未
来
」

研修会

J
R
西
日
本 

中
国
統
括
本
部 

経
営
企
画
部 

課
長

内
藤 

真
也
氏



法人会会員の皆様へ



　令和７年度税制改正では、物価上昇局面における税負担の調整及び就業調整対策の観点から、所得税の基礎控除の
控除額及び給与所得控除の最低保障額の引上げ並びに大学生年代の子等に係る新たな控除が創設されました。老後に
向けた資産形成を促進する観点から、確定拠出年金（企業型DC及びiDeCo）の拠出限度額等が引き上げられました。
成長意欲の高い中小企業の設備投資を促進し地域経済に好循環を生み出すために、中小企業経営強化税制が拡充され
ました。国際環境の変化等に対応するため、防衛力強化に係る財源確保のための税制措置、グローバル・ミニマム課税の
法制化、外国人旅行者向け免税制度の見直し等が行われました（令和７年度税制改正大綱より）。
　法人会では、昨年９月に「令和７年度税制改正に関する提言」を取りまとめ、その後、政府・政党・地方自治体等に提言
活動を積極的に行ってまいりました。今回の改正では、中小企業向け税制措置の適用期限延長、事業承継税制の役員
就任要件の見直し等、法人会の提言事項の一部が盛り込まれ、以下のとおり実現する運びとなりました。

4．企業版ふるさと納税の適用期限延長

・平成２８年度に創設された企業版ふるさと納税については、地方創生にも
 資する制度であり、寄付件数等も年々増加していること等を踏まえ、令和
 ７年３月末日となっている適用期限を延長すること。

・寄附活用事業を実施した認定地方公共団体が、寄附活用事業の完了の時及び
 各会計年度終了の時に、寄附活用事業を適切に実施していることを確認した
 書面を内閣総理大臣に提出しなければならないこととする等の措置が講じら
 れることを前提に、適用期限が３年間延長されました。

［その他］
「年収の壁」への対応策

［事業承継税制］
１．相続税、贈与税の納税猶予制度

・令和６年度税制改正では、特例承継計画の提出期限が令和８年３月末日まで
 ２年間延長されたが、制度の適用期限（令和９年１２月末日）は延長されなか
 った。贈与税の納税猶予制度の後継者要件として、「贈与の直前において３年
 以上役員であること」が挙げられていることから、余裕を持った事業承継を行
 えるよう、特例措置の適用期限を３年程度延長すべきである。

・法人版事業承継税制の特例措置における役員就任要件について、「贈与の
 直前において特例認定贈与承継会社の役員等であること」に見直されま
 した。

2．中小企業投資促進税制

・中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を
 含めることを求める。なお、それが直ちに困難な場合は、令和７年３月末日と
 なっている適用期限を延長すること。

・中小企業投資促進税制について、「みなし大企業」の判定における大規模
 法人の範囲が見直された上で、適用期限が２年間延長されました。

3．中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置

・「中小企業経営強化税制」や「先端設備等導入計画に係る固定資産税特例」
 等、令和７年３月末日が適用期限となっている中小企業等の設備投資を
 支援する措置については、適用期限を延長すること。

・中小企業経営強化税制
 特定経営力向上設備等に、その投資計画における年平均の投資利益率が
 ７％以上となることが見込まれるものであること及び経営規模の拡大を行う
 ものとして経済産業大臣が定める要件に適合することにつき経済産業大臣
 の確認を受けた投資計画に記載された投資の目的を達成するために必要
 不可欠な設備（機械装置、工具、器具備品、建物及びその附属設備並びに
 ソフトウエアで、一定の規模以上のもの）が追加されたほか、所要の見直しが
 行われた上で、適用期限が２年間延長されました。
・先端設備等導入計画に係る固定資産税の特例
 雇用者給与等支給額の引き上げ方針を先端設備等導入計画に位置付け、
 従業員に表明した場合、対象資産の課税標準が見直された上で、適用期限
 が２年間延長されました。

法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項

［法人課税］
１．法人税率の軽減措置

法人会提言
・中小法人に適用される軽減税率の特例
 １５％を本則化すべきである。また、昭和５６年以来、８００万円以下に据
 え置かれている軽減税率の適用所得金額を、少なくとも１,６００万円程度
 に引き上げること。なお、直ちに本則化することが困難な場合は、令和７
 年３月末日となっている適用期限を延長すること。また、中小法人に適用
 される軽減税率まで引き上がることのないよう配慮すること。

・中小法人に適用される軽減税率の特例１５％について、次の見直しが行わ
 れた上で、適用期限が２年間延長されました。
 イ） 所得の金額が年１０億円を超える事業年度について、所得の金額の
      うち年８００万円以下の金額に適用される税率が１７％に引き上げられ
      ました。
 ロ） 適用対象法人の範囲から通算法人が除外されました。

改正の概要

法人会提言 改正の概要法人会提言 改正の概要

法人会提言 改正の概要

法人会提言 改正の概要

法人会提言 改正の概要

・配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の問題は、就労調整が行
 われる一つの要因であり、人手不足に直面する中小企業にとって重要な
 テーマである。また、「年収の壁」への対応策として、政府が助成金制度
 等を講じたことで一定の効果はあると思われるが、あくまでも一時的な
 措置であり、抜本的な対策とはならない。女性の就労を支援する政策を
 含め、税と社会保障の問題を一括して議論する必要がある。

・所得税の基礎控除について、合計所得金額が ２，３５０万円以下である個人の
 控除額が１０万円引き上がり、５８万円となりました（年収２００万円以下は３７
 万円上乗せ）。なお、２年間に限り、年収に応じて基礎控除に上乗せする措置が
 講じられます（上乗せ額は㋑年収２００万円超４７５万円以下は３０万円㋺４７５
 万円超６６５万円以下は１０万円㋩６６５万円超８５０万円以下は５万円）。
・給与所得控除の最低保障額について、１０万円引き上がり、６５万円となり
 ました。

法人会提言 改正の概要



税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
広
島
県
連
入
賞
作

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状

コ
ラ
ム

　

1
月
２３
日（
木
）か
ら
２８
日（
火
）ま
で
、広
島
市
の
福
屋
駅
前
店
11
Ｆ「
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
」に

お
い
て
県
内
１６
法
人
会
で
構
成
さ
れ
る（
一
社
）広
島
県
法
人
会
連
合
会
主
催
の「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」は
小
学
６
年
生
を
対
象
に
税
に
対
す
る
関
心
を
高
め

よ
う
と
女
性
部
会
が
中
心
と
な
り
全
国
で
展
開
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

本
年
度
は
2
0
1
5
6
名
の
応
募
が
あ
り
、各
法
人
会
で
入
賞
し
た
2
6
0
の
力
作
が
展
示

さ
れ
、本
会
か
ら
も
4
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
に
多
く
の
来
場
者
の
方
が
感
心
し
て
観
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
週
平
均
1
8
7
6
件
」
ー
こ
の
数
字
は
2
0
2
4
年
第
3
四
半
期
の
1
組
織

あ
た
り
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
数
で
す
。

　

2
0
2
3
年
の
同
時
期
に
比
べ
75
％
増
、2
0
2
4
年
第
2
四
半
期
と
比
較
し
て
も

15
％
増
と
急
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

最
近
は
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
、身
代
金（
多
く
の
場
合
暗
号
資
産
で
要
求
さ
れ
ま
す
）

を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
に
加
え
、企
業
の
重
要
デ
ー
タ
を
搾
取
し
ネ
ッ
ト
上
に
晒
す
と
の

恐
喝
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
闇
サ
イ
ト
で
は
標
的
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

侵
入
す
る
認
証
情
報
も
売
買
さ
れ
て
お
り
、以
前
に
比
べ
て
攻
撃
の
実
行
者
に
高
度
な

専
門
知
識
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
犯
罪
の
裾
野
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア（
身
代
金
要
求
型
）の
被
害
に
あ
っ
た
企
業
・
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
る
と
調
査
・
復
旧
に
１
か
月
以
上
を
要
し
た
組
織
は
49
％
、1
0
0
0
万

以
上
の
費
用
を
要
し
た
組
織
は
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。大
企
業
の
被
害
件
数
が
減
少

す
る
一
方
で
中
小
企
業
の
被
害
件
数
は
37
％
増
加
し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。（
R
7

年
3
月
警
察
庁
サ
イ
バ
ー
警
察
局
資
料
よ
り
）

　

2
0
1
5
年
に
施
行
さ
れ
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
の
第
9
条
に
は「
国
民

は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に
関
す
る
関
心
と
理
解

を
深
め
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。」と
記
さ
れ
て
お
り
、現
在
の
状
況
を
考
え
る
と
少
し
古
さ（
ぬ
る
さ
？
）を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
概
念
は
機
密
性（
デ
ー
タ
や
情
報
が
不
正
な
ア
ク

セ
ス
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
）、整
合
性（
デ
ー
タ
が
正
確
で

信
頼
性
が
あ
る
こ
と
を
確
保
）、可
用
性（
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
時
に
利
用
出
来
る
状
態
を
維
持
す
る
）の

３
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
３
原
則

と
し
て
、①
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
最
新
化 

②
強
固
な
パ
ス
ワ

ー
ド
の
設
定 

③
不
用
意
に
開
か
な
い
・
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

予
防
策
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
確
実
に
行
う
こ
と
に

加
え
、万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
対
応
も
社
内
で
共
有

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

尾道市立御調西小学校 貸谷 夏佳
【広島県教育委員会賞】

尾道市立向東小学校 山本 澄玲
【入 選】

尾道市立向東小学校 向井　風
【入 選】

尾道市立向東小学校 田畑 陽菜乃
【入 選】

A
I
G
損
害
保
険
㈱
　
福
山
支
店
長
　
川
崎
就
平

一般社団法人 広島県法人会連合会 女性部会連絡協議会主催
令和６年度「税に関する絵はがきコンクール」入賞作品

（敬称略）

※Japan Security Summit Updateより参照

※



租
税
教
室
全
校
開
催

広
島
県
青
年
の
集
い

令
和
6
年
度

児童からの
お礼の手紙

　

青
年
部
会
に
よ
る
令
和
6
年
度「
租
税
教
室
」が
各
地
で

行
わ
れ
尾
道
市
と
世
羅
町
の
公
立
小
学
校
の
対
象
児
童
の
い
る

27
校
全
て
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
を
対
象
に
し
た「
租
税
教
室
」は
、平
成
17
年

か
ら
尾
道
市
・
世
羅
町
内
５
校
で
始
ま
り
本
年
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。

　

授
業
で
は
、各
学
校
周
辺
の
道
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
、児
童
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
写
真
を
使
い
、税
が
使
わ

れ
て
い
る
物
、使
わ
れ
て
い
な
い
物
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
し
、

そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
？
を
考
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

状
況
が
そ
の
都
度
変
わ
る
な
か
、租
税
教
室
開
催
に
向
け
て

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、学
校
関
係
の
皆
さ
ま
に
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
月
7
日（
金
）A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

に
お
い
て「
広
島
県
青
年
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
、尾
道
か
ら

も
６
名
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
各
単
位
会
の
企
業
に
お
け
る「
健
康
経
営
」

へ
の
取
り
組
み
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
選
審
査
か
ら
選
ば
れ
た
６
企
業
の
代
表
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
く
勉
強
に
な
る

内
容
で
し
た
。

　

後
半
の
懇
親
会
で
は
、単
位
会
の
垣
根
を
越
え
た
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は「
大
人
の
運
動
会
」と
題
し
、単
位

会
対
抗
で
縄
跳
び
や
風
船
割
り
を
行
い
、尾
道
か
ら
は
美
ノ
上

君
が
登
壇
さ
れ
大
活
躍（
？
）さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
！

尾道市立三幸小学校 尾道市立高須小学校

尾道市立日比崎小学校



直営店「健康生活マルシマ」で
　　　　  直接お客様の声を聴くことの大切さ。

株式会社 純正食品マルシマ
　２００２年、尾道で小さな直営店としてスタート。いままでも、そしてこれからも、
みんなのお母さんのように日々の健康を見守りながら、愛情あふれる安心な商品を
お届けします。「まじめにおいしい」をコンセプトに、体にも地球にも負担のない、オー
ガニック製品等取り揃えています。
　「食を通じて家族の笑顔が増えて欲しい」、そんな願いを込めて、みなさまに寄り添
える、暮らしを支える存在でありたいと思っています。取り扱い商品は、オーガニック
製品をはじめ、調味料、雑穀副食、お菓子、飲料、健康補助食品（サプリメント）、冷凍品、
化粧品、石けん、健康器具など取り揃えております。また、店舗併設のテラスにて健康
セミナー、ワークショップなども開催して
おります。
　当店は、東尾道公園南側にあり、駐車場
もあります。是非、お越しくださいませ。

　閉店した「尾道福屋」の地下での経験を含め、数十年来「うお」と生きてきた、
下川、尾和の2名がお勧めする「うお」たちが店頭に並びます。
　地元でとれた活魚を中心に、丁寧に作りこんだ刺身、握り寿司、巻き寿司、ちらし
寿司等揃えています。気が向けば、当店で調理された「煮穴子」・「焼き穴子」・「煮
魚」・「焼き魚」等の惣菜も並びます。
　種々の「うお」の特徴、食べ方、旬等会話の中でお伝えします。加工・処理のご要
望にお応えしますので気軽にお立ち寄りください。
　目指すところは、各ご家庭御用達の「うお屋」です。各地へお送りすることも企画
中です。

D A T A

尾道市
消防局

ユニクロ
シューズ
愛ランド 尾道東

公園

もち吉

ビッグエコー

Plus-3

う・おのみちの「うおの店」『目指すは御用達』
   株式会社 フレッシュ

代表取締役  三宅　宏
〒722-0035 尾道市土堂一丁目１５ー１４
TEL.（0848）38-7135
営業時間／9：00～18：00
定 休 日／火曜日・水曜日

海岸通り
尾道海辺の美術館

国道2号線

渡
場
通
り

石
畳
小
路

尾道郵便局
本通り商店街

愛媛
銀行

尾道渡船

D A T A

広島
銀行

会員企業さん お店紹介会員企業さん お店紹介

代表取締役社長  杢谷 正樹

〈Instagram〉
〒729-0141 尾道市高須町４８３４-９
TEL.（0848）56-1715
営業時間／9：30～18：00
定 休 日／日曜日・祝日
URL https://junmaru.co.jp

有機きな粉
（自社製造品）

しょうが湯
（自社製造品）

有機発酵テンペ
（新商品）





税の
コーナ

ー



支
部
だ
よ
り女性部会

11月28日（木）

生
口
支
部
講
演
会

ワ
イ
ン
研
修
会

　

2
月
4
日（
火
）し
ま
な
み
商
工
会
瀬
戸
田
支
部
に
お
い
て

（
株
）レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
森
脇
暉
氏
を
お
迎

え
し
て「
失
敗
か
ら
考
え
る
地
域
活
性
！
〜
元
銀
行
員
が

な
ぜ
瀬
戸
田
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
？
〜
」と
題
し
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

元
気
な
替
え
歌
か
ら
お
話
が
始
ま
り
、集
ま
っ
た
地
元
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。森
脇
氏
は
山
口
県

の
ご
出
身
で
三
井
住
友
銀
行
に
勤
務
の
後
、起
業
を
志
し

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
G
A
F
A
に
代
表
さ
れ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

事
業
に
つ
い
て
学
ば
れ
た
そ
う
で
す
。帰
国
後
は
神
戸
谷
上

を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
拠
点
に
し
よ

う
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
ま
す
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
出
来
、電
車
賃
の
値
下
げ
は
実
現
し
ま

し
た
が
、最
終
的
に
は
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。そ
の
後
、山
口

県
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
脱
毛
サ
ロ
ン
や
鹿
児
島
の
鰹
節
工
場

で
勤
務
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

幾
多
の
失
敗
を
経
験
し
た
森
脇
氏
で
す
が
、こ
れ
ら
の
経

験
を
踏
ま
え
て「
想
い
だ
け
で
事
業
を
し
て
は
い
け
な
い
」

「
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、活
か
す
こ
と
が
重
要
」「
持
続
可

能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
」が
必
要
だ
と
考
え
た
そ
う

で
す
。

　

現
在
、瀬
戸
田
を
中
心
に
多

く
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
運

営
さ
れ
、地
域
活
性
化
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
森
脇
氏
の

持
つ
前
向
き
さ
、明
る
さ
に
、

楽
し
く
な
る
講
演
会
で
し
た
。

　

去
る
2
月
13
日（
木
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
ソ
ム

リ
エ
の
佐
藤
公
治
氏
を
お
迎
え
し
て
ワ
イ
ン
研
修
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
も
回
を
重
ね
て
22
回
を
数
え「
一
旦
、ひ
と
区

切
り
」と
い
う
佐
藤
さ
ん
か
ら
の
お
言
葉
も
あ
り
、一
旦
最
終
回

と
な
り
ま
し
た
。

　

23
年
前
の
立
ち
上
げ
の
お
話
、会
を
続
け
る
た
め
の
ワ
イ
ン

選
定
の
苦
労
話
や
、何
よ
り
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
記
憶
力
の
悪

さ
で
、こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
会
場
を
笑
わ
せ
、日
本
に
お

け
る
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
現
在
の
世
界
の
ワ
イ
ン
の
生
産
と
消
費

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ン
と
食
事
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、お
肉
に
は
赤
ワ

イ
ン
、魚
に
は
白
ワ
イ
ン
と
い
う
一
般
的
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
る

が
、必
ず
し
も
そ
れ
に
従
う
必
要
は
な
く
、料
理
の
色
に
近
い

ワ
イ
ン
を
選
ぶ
。例
え
ば
、ク
リ
ー
ム
系
の
料
理
に
は
白
ワ
イ
ン

が
合
う
こ
と
が
多
い
。

　
ワ
イ
ン
と
料
理
の
組
み
合
わ
せ

に
は
絶
対
的
な
ル
ー
ル
は
な
く
、

個
人
の
好
み
に
よ
る
選
択
が
基
本

的
に
正
解
で
す
。料
理
の
色
や
調

理
法
に
応
じ
て
ワ
イ
ン
を
選
ぶ

こ
と
で
、よ
り
美
味
し
く
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
、山
田
研
修

委
員
長
か
ら
永
年
の
労
に
感
謝
を

込
め
て
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Part 
22

劇団四季「キャッツ」に観劇に
行きました。

中支部
11月28日（木）

なんばグランド花月に観劇に
行きました。

生口支部
11月13日（水）

柳井に支部旅行へ出かけました。



行　　事　　名 場　所

5月

6月

9月

曜日日月

15 木

19 月

第1回 総務委員会 尾道商工会ビル301号室

監査会 尾道商工会ビル301号室

第1回 理事会 尾道国際ホテル

30 金 県法連 理事会 ANAクラウンプラザホテル広島

9 月 第14回 通常総会 尾道国際ホテル

25 水 県法連 第13回通常総会 ANAクラウンプラザホテル広島

18 木 第19回 全国女性フォーラム北海道大会 札幌パークホテル（北海道札幌市）

編
集
後
記

支　部 法　　人　　名 所　　在　　地

令和7年3月21日現在　会員数1,587社

HRACN合同会社 尾道市浦崎町2524-1尾道東 システム開発

業　種

※令和7年4月1日時点の予定につき、日程等変更になる場合がございます。

ヒ
ト
4
人
、毛
む
く
じ
ゃ
ら
3
匹

　尾道法人会誌表紙絵を２６年間描かせてもらい８６冊となり
ました。
　今回を最後として描かせていただき感謝しております。
　思い出せば、広報委員長 日暮・川口・吉田・鍜治川委員長の
下で委員会に参加でき、一冊一冊が懐かしく思われ「自分の
人生記の良き」ページを残した様な気がします。
　これからも趣味としての絵を続けていこうと思います。今後
より一層素晴らしい法人会誌として、続けられることと期待して
おります。

ご挨拶

　

こ
の
度
、こ
ち
ら
の
編
集
後
記
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、困
っ
た
。何
を
書
こ
う
か
。齢
四
十
年
し
か
生
き
て
い
な
い
私
に
は
、

諸
先
輩
方
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
よ
う
な
高
尚
な
理
念
も
な
け
れ
ば
、仕
事
も

ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
、立
派
な
こ
と
は
書
け
そ
う
に
も
な
い
。

　

な
の
で
、少
し
身
の
上
話
を
し
よ
う
と
思
う
。

　

我
が
家
に
は
旦
那
と
娘
が
2
人
、そ
し
て
猫
が
2
匹
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、縁
あ
っ
て
昨
年
の
12
月
か
ら
中
型
の
保
護
犬
ま
で
迎
え
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

犬
に
関
連
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
る
長
女
の
、た
って
の
願
い
だ
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
を
め
いっ
ぱ
い
使
い
、家
族
会
議
を
重
ね
に
重
ね
て
迎
え
入
れ
た
。

　

保
護
犬
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、性
格
は
ビ
ビ
リ
だ
。人
が
近
づ
こ
う
も
の

な
ら
逃
げ
る
。猫
に
怒
ら
れ
た
ら
テ
ン
パ
る
。常
に
部
屋
の
隅
に
い
る
。

　

言
い
出
し
っ
ぺ
の
長
女
が
朝
夕
の
散
歩
や
風
呂
、ト
イ
レ
の
世
話
を
忙
し
な

く
こ
な
し
て
い
る
の
で
、私
自
身
は
ほ
ぼ
エ
サ
や
り
だ
け
。思
っ
た
ほ
ど
負
担
が

な
い
こ
と
に
驚
い
た
。よ
く
も
ま
ぁ
、こ
ん
な
に
し
っ
か
り
し
た
娘
に
育
っ
た
な
と

感
心
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。

　

4
ヶ
月
経
っ
た
今
で
は
、ビ
ビ
り
散
ら
か
し
て
い
た
あ
の
犬
が
し
っ
ぽ
ル
ン
ル
ン

で
散
歩
に
行
き
、長
女
に
愛
想
を
振
り
ま
く
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、私
に
は
ま
だ
ビ
ビ
っ
て
い
る
。そ
し
て
、長
女
の
次
に
世
話
を
焼
い
て

い
る
旦
那
に
も
ビ
ビ
り
ま
く
っ
て
い
る
。か
わ
い
そ
う
に（
笑
）

　

そ
ん
な
我
が
家
の
今
一
番
の
悩
み
は〈
毛
〉だ
。

　

猫
だ
け
の
頃
か
ら
抜
け
毛
は
す
ご
か
っ
た
が
、犬
が
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

そ
の
比
で
は
な
い
。

　

掃
除
機
を
か
け
た
直
後
か
ら
毛
が
舞
う
。コ
ロ
コ
ロ
の
消
費
量
は
約
3
倍
に

膨
れ
上
が
っ
た
。服
に
は
も
れ
な
く
毛
が
つ
い
て
い
る
…
…
諦
め
る
し
か
な
い
。

　
ヒ
ト
4
人
に
毛
む
く
じ
ゃ
ら
3
匹
。

　

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
家
族
構
成
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、私
は
今
日
も

掃
除
機
を
か
け
る
。   

                                                                   

（
O・K
）

大洋船具㈱ 川辺和洋




